
松東遺跡の発掘調査を実施しています

８月よりＪＲ天竜川駅の北側で、松東遺跡

の発掘調査が本格的にはじまりました。

遺跡の発掘作業は、原則として平日の午前

８時３０分～午後４時３０分に実施していま

す（雨天時等は作業を休止します）。

なお、駅前の駐輪場を確保するため、調査

区域を３つに分けて、今年度末までに順次調

査を行なっていきます。

地域のみなさま、駅をご利用のみなさまに

は、ご不便をおかけすることもあるかと思い

ますが、ご理解・ご協力をよろしくお願いし

ます。

天竜川は、現在のような強固な堤防が築かれる前までは、時代によって流れを変えながら

支流が細かく分かれており、その川の流れによって、平野部には島状の微高地と低地が形成

されています。松東遺跡は、そうした微高地上に存在する遺跡で、弥生時代を主とした遺

構・遺物が発見されています。過去に２度の調査がおこなわれていて、今回が３次調査にな

ります。

【弥生時代の松東遺跡とその周辺】

弥生時代には後期（およそ１９０

０年前）の環濠集落（周囲に濠をめ

ぐらせた集落）の跡がみつかってい

ます。また周辺の遺跡でも弥生時代

後期の集落跡が多くみつかっていま

す。

当時の人々は平野部の微高地に住

み、低湿地に水田をつくって生活し

ていたと考えられています。また、

当時非常に貴重な物であった銅鐸や、

銅鐸を象ったものが、松東遺跡や

木船遺跡、森西遺跡で出土している

ことから、この周辺は遠江でも主要

な地域だったと考えられます。

松東遺跡ってどんな遺跡？
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今後の予定

これから10月上旬頃にかけて、まずは調査区の北西部（第１工区）を調査していきます。

また、現地説明会を9月15日(土)の10:00と13:30の2回開催します。申込不要ですので、ぜひご来

場ください。なお、駐車場がありませんので公共交通機関等でお越しください。

※現場は危険な箇所がありますので、申し訳ありませんが無断で調査区内に立入らな
いようお願いします。なお、発掘調査に関するご意見・ご要望などございましたら、
下記連絡先までお願いします。

みなさまへのお願い

【奈良時代の松東遺跡とその周辺】

松東遺跡では、奈良時代（今からおよそ１３００年

前）の遺構・遺物は、あまり多くみつかっていませんが、

周辺の森西遺跡や木船遺跡、大蒲町村東Ⅰ・Ⅱ遺跡など

でみつかった遺構・遺物の特徴からは、一帯に古代の役

所の施設があったと考えられています。

松東遺跡でも、今後そうした施設の一部がみつかる可

能性があります。

右）木簡（大蒲町村東遺跡出土）
左）古代瓦（木船廃寺跡出土）
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